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回次
第38期

第２四半期累計期間
第37期

会計期間
自2022年８月１日
至2023年１月31日

自2021年８月１日
至2022年７月31日

売上高 （千円） 1,168,433 1,501,304

経常利益 （千円） 129,655 106,398

四半期（当期）純利益 （千円） 178,946 101,004

持分法を適用した場合の

投資利益
（千円） － －

資本金 （千円） 100,000 100,000

発行済株式総数 （株） 1,013,500 2,027

純資産額 （千円） 2,740,885 2,570,654

総資産額 （千円） 3,572,040 4,060,846

１株当たり四半期（当期）

純利益
（円） 205.33 114.80

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － －

１株当たり配当額 （円） － 5,000.00

自己資本比率 （％） 76.7 63.3

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △528,018 9,452

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 198,065 △574,501

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △31,647 243,753

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 1,046,488 1,408,088

回次
第38期

第２四半期会計期間

会計期間
自2022年11月１日
至2023年１月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 184.81

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場

であるため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

３．当社は、第37期第２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、第37期第２四半期累計

期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

４．当社は、2022年９月21日開催の取締役会決議及び2022年10月27日開催の定時株主総会決議により、2022年10月

27日付で普通株式１株につき500株の割合で株式分割を行っております。第37期の期首に当該株式分割が行わ

れたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益を算出しております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、新規上場申請のための有価証券報告書(Ⅰ

の部)に記載した事業等のリスクについて重要な変更はございません。

　なお、新型コロナウイルス感染症の再拡大は、今後の結果によっては、当社の事業活動及び収益確保に影響を及ぼ

す可能性があります。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、前第

２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間との比較分析は行ってお

りません。

財政状態及び経営成績の状況

（１）財政状態の状況

（資産）

　当第２四半期会計期間末における資産合計は、3,572百万円となり、前事業年度末に比べ488百万円減少いたしま

した。これは主として、現金及び預金が361百万円、土地が94百万円減少した一方で、受取手形及び売掛金が60百

万円、仕掛品が50百万円増加したことによるものであります。

（負債）

　当第２四半期会計期間末における負債合計は、831百万円となり、前事業年度末に比べ659百万円減少いたしまし

た。これは主として、支払手形及び買掛金が563百万円、流動負債のその他に含まれる契約負債が152百万円減少し

た一方で、未払法人税等が66百万円増加したことによるものであります。

（純資産）

　当第２四半期会計期間末における純資産合計は、2,740百万円となり、前事業年度末に比べ170百万円増加いたし

ました。これは、配当金の支払８百万円を計上する一方で、四半期純利益を178百万円計上したことによるもので

あります。

（２）経営成績の状況

　当第２四半期累計期間における我が国の経済は、新型コロナウイルス感染症対策が進み、景気は穏やかな回復基

調が続いているものの、ウクライナ情勢の長期化や、世界的なインフレーションの進行による原材料価格の高騰な

ど、依然不透明な状況が続いております。

　このような状況の中、当社は、主要取引先である自動車産業を中心とした製造業における設備需要の回復の影響

を受け、設備売上が好調に推移いたしました。また、半導体を始めとする電子部品の世界的供給不足による部材の

長納期化に関しては、回復の兆しが見えてきたものの、製造リードタイムを短縮するため、依然として部材調達に

留意するよう努めてまいりました。

　この結果、当第２四半期累計期間の経営成績は、売上高1,168百万円、営業利益130百万円、経常利益129百万

円、四半期純利益178百万円となりました。

　セグメントの業績は、次のとおりです。

（産業システム事業）

　産業システム事業におきましては、自動車産業を中心とした設備需要の回復の影響から、ファーネスプロダクツ

が好調に推移し、売上が増加いたしました。一方、中国のロックダウンや世界的なインフレーションの進行から、

半導体や鋼材不足による仕入価格の高騰などにより、製造原価が上昇傾向にあるものの、設計コストが削減できる

リピート品などの影響により、売上総利益は堅調に推移いたしました。

　この結果、当第２四半期累計期間に属するセグメント売上高は824百万円となりました。また、セグメント利益

(営業利益)は110百万円となりました。

（保守サービス事業）

　保守サービス事業におきましては、新型コロナウイルス感染症の影響からの回復基調により、各業界で生産の再

開、増産に向けた設備修繕や工事の需要が拡大し、好調に推移いたしました。また、新型コロナウイルス感染症に

よる渡航制限が緩和されたことで、海外でのメンテナンス案件が再開いたしました。

　この結果、当第２四半期累計期間に属するセグメント売上高は344百万円となりました。また、セグメント利益

(営業利益)は99百万円となりました。
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セグメントの名称 設備の内容
投資総額

（千円）
資金調達方法 完了年月

産業システム事業

保守サービス事業

共通

統括業務施設 882,122
自己資金及び

借入金
2022年８月

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末より361百万円減少

し、1,046百万円となりました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

　営業活動の結果により支出した資金は528百万円となりました。これは主に、税引前四半期純利益が273百万円で

あった一方、仕入債務の減少額572百万円、その他の負債の増減額に含まれる契約負債の減少額128百万円があった

ためであります。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

　投資活動により獲得した資金は198百万円となりました。これは主に、有形固定資産の売却による収入206百万円

があったためであります。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

　財務活動により支出した資金は31百万円となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出21百万円、配

当金の支払額８百万円があったためであります。

（４）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　新規上場申請のための有価証券報告書(Ⅰの部)に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・

フローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

（５）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

（６）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。

（７）研究開発活動

　当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は、０百万円であります。

　なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究活動の状況に重要な変更はありません。

（８）主要な設備

　前事業年度末において計画中であった主要な設備の新設について、当第２四半期累計期間に完成した設備は、

次のとおりであります。

（９）経営成績に重要な影響を与える要因

　当社の経営成績に重要な影響を与える要因については、「第２ 事業の状況 １ 事業等のリスク」を参照くださ

い。

（10）資本の財源及び資金の流動性についての分析

①資金需要

　当社における資金需要は主に運転資金需要があります。運転資金需要のうち主なものは、当社の産業システム事

業の設備製造にかかわる材料費、外注費、労務費及び保守サービス事業のメンテナンスにかかわる材料費、労務費

があります。また、各事業に共通するものとして販売費及び一般管理費の人件費があります。その他に設備投資需

要としまして、各種固定資産購入費用があります。

②財務政策

　当社は現在、運転資金については営業キャッシュ・フローで獲得した内部資金を充当しております。不足が生じ
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た場合は金融機関からの短期借入金で調達するために、金融機関に十分な借入枠を有しております。

　設備投資需要に係る資金につきましては、原則として自己資本により賄うこととしておりますが、必要に応じて

長期借入金により資金調達を行う等、柔軟に対応することとしております。

③手元資金の流動性について

　当社は第２四半期累計期間において、1,081百万円の現金及び預金を保有し、そのうち334百万円の定期預金を保

有しておりますが、これは短期の定期預金のため、十分な手元流動性を確保しております。また、今後、必要に応

じて金融機関との間で資金調達を検討するとともに、新規投資の時期を慎重に見極め、経費抑制によりキャッシ

ュ・フロー管理を徹底し、十分な手元流動性の確保に努めてまいります。

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

2023/03/10 19:10:34／22915400_株式会社エコム_第２四半期報告書

- 5 -



種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,000,000

計 4,000,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数（株）
（2023年１月31日）

提出日現在発行数（株）
（2023年３月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,013,500 1,013,500 非上場

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式であり、単元株

式数は100株であ

ります。

計 1,013,500 1,013,500 － －

②【発行済株式】

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高（千円）

2022年11月１日～

2023年１月31日
－ 1,013,500 － 100,000 － 28,169

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

2023/03/10 19:10:34／22915400_株式会社エコム_第２四半期報告書

- 6 -



2023年１月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

髙梨　智志 静岡県浜松市西区 271,500 31.15

髙梨　今日子 静岡県浜松市西区 212,500 24.38

東京中小企業投資育成株式会社
東京都渋谷区渋谷三丁目29番22号

投資育成ビル
150,000 17.21

エコム社員持株会 静岡県浜松市浜北区平口5277番地１ 90,500 10.38

株式会社ノリタケカンパニーリミテ

ド

愛知県名古屋市西区則武新町三丁目１番

36号
51,000 5.85

しんきん-やらまいか投資事業有

限責任組合
東京都中央区京橋二丁目14番１号 46,000 5.28

関西電力株式会社 大阪府大阪市北区中之島三丁目６番16号 30,500 3.50

鈴木　祥吾 静岡県浜松市中区 6,500 0.75

髙梨　千宙 静岡県浜松市西区 6,000 0.69

瀧本　典昭 静岡県浜松市北区 5,000 0.57

計 － 869,500 99.77

（５）【大株主の状況】

（注）上記のほか、自己株式が142,000株あります。

2023年１月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　142,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　　871,500 8,715

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

数は100株であります。

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 1,013,500 － －

総株主の議決権 － 8,715 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2023年１月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社エコム
静岡県浜松市浜北区平口

5277番地１
142,000 － 142,000 14.0

計 － 142,000 － 142,000 14.0

②【自己株式等】
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、株式会社名古屋証券取引所の「有価証券上場規程」第204条第６項の規定に基づき、第２四半期会計期間

（2022年11月１日から2023年１月31日まで）及び第２四半期累計期間（2022年８月１日から2023年１月31日まで）に

係る四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

４．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

　当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７－６」の規定に準じて前年同

四半期との対比は行っておりません。
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（単位：千円）

前事業年度
（2022年７月31日）

当第２四半期会計期間
（2023年１月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,442,932 1,081,333

受取手形及び売掛金 506,729 567,409

仕掛品 439,286 489,780

原材料 34,414 37,345

その他 106,890 37,174

流動資産合計 2,530,254 2,213,042

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 306,417 843,623

土地 433,337 338,655

その他（純額） 742,244 127,851

有形固定資産合計 1,482,000 1,310,130

無形固定資産 7,842 7,467

投資その他の資産 40,749 41,399

固定資産合計 1,530,591 1,358,997

資産合計 4,060,846 3,572,040

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 750,919 187,905

１年内返済予定の長期借入金 42,864 42,864

未払法人税等 41,047 107,164

引当金 11,057 9,017

その他 215,923 81,645

流動負債合計 1,061,812 428,596

固定負債

長期借入金 235,704 214,272

役員退職慰労引当金 104,925 110,274

退職給付引当金 54,001 56,565

その他 33,748 21,445

固定負債合計 428,379 402,558

負債合計 1,490,191 831,154

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 28,169 28,169

利益剰余金 2,811,684 2,981,916

自己株式 △369,200 △369,200

株主資本合計 2,570,654 2,740,885

純資産合計 2,570,654 2,740,885

負債純資産合計 4,060,846 3,572,040

１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】
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（単位：千円）

当第２四半期累計期間
（自2022年８月１日

至2023年１月31日）

売上高 1,168,433

売上原価 840,488

売上総利益 327,944

販売費及び一般管理費

給料及び手当 46,420

役員報酬 29,814

減価償却費 12,286

役員退職慰労引当金繰入額 5,349

賞与引当金繰入額 2,395

その他 101,085

販売費及び一般管理費合計 197,353

営業利益 130,591

営業外収益

受取利息 6

出向者負担金受入額 1,056

固定資産税還付金 718

その他 1,071

営業外収益合計 2,852

営業外費用

支払利息 496

上場関連費用 1,980

遊休資産諸費用 1,305

その他 7

営業外費用合計 3,788

経常利益 129,655

特別利益

固定資産売却益 92,311

補助金収入 57,261

特別利益合計 149,572

特別損失

固定資産除売却損 5,418

特別損失合計 5,418

税引前四半期純利益 273,809

法人税、住民税及び事業税 107,165

法人税等調整額 △12,302

法人税等合計 94,862

四半期純利益 178,946

（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】
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（単位：千円）

当第２四半期累計期間
（自2022年８月１日

至2023年１月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 273,809

減価償却費 44,863

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,563

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,349

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,165

製品保証引当金の増減額（△は減少） △5,295

受注損失引当金の増減額（△は減少） △2,445

本社移転費用引当金の増減額（△は減少） △465

受取利息 △6

支払利息 496

為替差損益（△は益） 0

固定資産売却損益（△は益） △92,311

固定資産除却損 5,418

補助金収入 △57,261

上場関連費用 1,980

売上債権の増減額（△は増加） △60,679

棚卸資産の増減額（△は増加） △53,424

仕入債務の増減額（△は減少） △572,429

その他の資産の増減額（△は増加） 8,356

その他の負債の増減額（△は減少） △130,225

未払又は未収消費税等の増減額 104,152

小計 △521,388

利息の受取額 6

利息の支払額 △496

補助金の受取額 34,908

法人税等の支払額 △41,048

営業活動によるキャッシュ・フロー △528,018

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △18,023

定期預金の払戻による収入 18,023

有形固定資産の取得による支出 △6,566

有形固定資産の売却による収入 206,971

有形固定資産の除却による支出 △253

無形固定資産の取得による支出 △2,085

投資活動によるキャッシュ・フロー 198,065

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △21,432

配当金の支払額 △8,715

上場関連費用の支出 △1,500

財務活動によるキャッシュ・フロー △31,647

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △361,599

現金及び現金同等物の期首残高 1,408,088

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,046,488

（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
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【注記事項】

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する会計上の見積り）

　当社では、新型コロナウイルス感染症拡大による影響が少なくとも一定期間続くものと仮定し、直近の状況や

四半期財務諸表作成時までに入手可能な情報を踏まえ、当第２四半期会計期間末の見積り（主に繰延税金資産の

回収可能性）に大きな影響を与えるものではないと判断しております。

　また、会計上の見積りについては、実績及び中長期計画を含む将来に関する情報に基づき算出しております

が、予測不能な前提条件の変化により当該見積りに変動が生じた場合には、当社の財政状態や経営成績に影響を

及ぼす可能性があります。

　なお、当第２四半期累計期間において、前事業年度の（追加情報）に記載した、新型コロナウイルス感染症拡

大の影響に関する仮定について、重要な変更はありません。

当第２四半期累計期間

（自2022年８月１日

至2023年１月31日）

現金及び預金勘定 1,081,333千円

預入期間が３ケ月を超える定期預金 △34,844

現金及び現金同等物 1,046,488

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年10月27日

定時株主総会
普通株式 8,715 5,000 2022年7月31日 2022年10月28日 利益剰余金

（株主資本等関係）

当第２四半期累計期間（自2022年８月１日　至2023年１月31日）

１．配当金支払額

（注）当社は、2022年10月27日付で普通株式１株につき500株の割合で株式分割を行っております。「１株当たり

配当額」については、当該株式分割前の金額を記載しております。

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。

３．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期損益
計算書計上額

（注）２
産業システム

事業
保守サービス

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 824,183 344,249 1,168,433 － 1,168,433

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － －

計 824,183 344,249 1,168,433 － 1,168,433

セグメント利益 110,478 99,076 209,555 △78,964 130,591

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期累計期間（自2022年８月１日　至2023年１月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△78,964千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれておりま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

報告セグメント
合計

産業システム事業 保守サービス事業 計

設備 817,831 － 817,831 817,831

点検 － 101,564 101,564 101,564

工事 － 164,306 164,306 164,306

部品販売 － 78,047 78,047 78,047

その他 6,352 330 6,682 6,682

顧客との契約から

生じる収益
824,183 344,249 1,168,433 1,168,433

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 824,183 344,249 1,168,433 1,168,433

（収益認識関係）

当第２四半期累計期間（自2022年８月１日　至2023年１月31日）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）
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当第２四半期累計期間
（自2022年８月１日

至2023年１月31日）

１株当たり四半期純利益 205円33銭

（算定上の基礎）

四半期純利益（千円） 178,946

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 178,946

普通株式の期中平均株式数（株） 871,500

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前

事業年度末から重要な変動があったものの概要

－

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場であ

るため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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